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論文

ジャック・ロンドンの黄禍論一黄禍論の歴史に関わって

劉鵬！

JackLondon'sTheoryofYellowPeril,ReferrmgtotheHistoryof
theYellowPeril

PengLIU'

AbsfroCi

Thechallenge, issue,andproblemofyellowperilstillremainsinthepresentworld.PresidentTrumpisadvocating

''Americafirst.''ThethIEatagainstChinaisexpanding,soAmericahasstartedatradewar.Howeverjthetimewhenthe

threatagainstChinawasthemostprevalentinthecommonpopularhistoryoftheUnitedStateswasthatofjackLondon.

AndJackLondongavetheimpetus.JackLondonwrotetheessay',TheYellowPeril."Butthereisabigdifference

betweenAmericanyellowperilandEuropeanyellowperil,andtheyellowperilturnedonlytolapanorChina.

ThispaperisanalyzingthedifferencesbetweenAmericanyellowperilandEuropeanyellowperil.Andwhylack

Londonbecamearacebiased-writer.Thiscausewasmainlybecauseofhismother,hissocietyandhimself・Ashe

understoodChina,LondonchangedhisracismagainsttheChinese. ''TheYellowPeril'' isfromblindracebiasofthe

threatagainstChina.Becausethereishisconstanttrialofunderstanding,hecouldwrite''TheYellowPeril''.Whenwe

seelackLondon'slastChinesenovel,wecan6ndhisunderstandmgoftheChinesebecamequitedeep.TherefOrehe

couldwriteaboutChinafairly.

Isuggestalackofunderstandingisoneofthecausesofprejudice.Wheneachonedeepenshisorherunderstanding,the

racebiaswillbecomeweak,justlikethecaseofjackLondon.

キーワード黄禍論中国脅威論白人優位論中国人移民人種偏見

KeyzuowIs:Yellowperil,China'sthreattheory,Caucasiandoctrine,Chineseimmigrants,Racialbias

1． はじめに 黄禍論のようなこの中国脅威論が再びこの世の中に蘇る

のか。筆者はジャック・ロンドンの"TheYellowPeril"

などの作品を分析しながら．黄禍論の歴史を辿って． さ

らに中国伝統思想についての考察を加え， この答えを探

り当てたいと考えている。

近年中国が発展してきており， その経済面の影響力が

世界中に大きく広がっている。世界の経済の発展そし

て貿易を進めるため，共存共栄の意味を持つ大きな経済

圏「一帯一路｣')の政策が始まった。中国を中心にでき

た一帯一路経済圏に対しては， アメリカのポンペオ国務

長官が，参加しているすべての国が「財務の罠」に陥る

のではないかと言い出した。彼は例として， スリラン

カ・ハンバントタ港を九十九年間中国が自由に借用して

いることを挙げて説明した◎

今の時代の新たな黄禍論が始まったかのように感じら

れる。今， 中国の資金や技術などが世界各地特に途上

国に進出している最中で，中国ブームになっている時，

2． 西欧世界の黄禍論の始まり

黄禍論は白人国家において現れた，黄色人種，主に日

本と中国についての脅威論であり， 1890年代後半にドイ

ツ皇帝のヴィルヘルム2世が広めた寓意画「ヨーロッパ

の諸国民よ，諸君らの最も神聖な宝を守れ｣2)によって

世界に流布した。この論調は日清戦争を背景にしてい

る。当時の中国は半殖民半封建社会に落ちていて， ヨー
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劉鴎

ロッパ諸国は中国で各自の殖民地を持ち，例えば。 イギ

リスは香港3)， フランスは広州地区． ドイツは山東半島，

ロシアは遼東半島などの植民地を持っていた。日清戦争

が終わり，情王朝が負けて． 日本がこれらのヨーロッパ

の殖民地から自分たちの殖民地をない取るのではないか

と考えたため， 日清職争の講和条約に際してロシア． ド

イツ． フランスの三国が行った三国干渉があったという

わけだ。この際に黄禍論が生み出されて広がった。そし

て， 1904年の日露戦争でロシアの殖民地である遼東半島

を日本が奪ったので， この論調はさらにヨーロッパの白

人の中で定説になったのだろう。

黄禍論の始まりを見ると， ロシア， フランス， ドイツ

における黄禍論の対象は日本を中心としている。しかし

ながら, 1904年にジャック・ロンドンが日露戦争中に日

本軍の従軍記者として取材した時に書いた"TheYellow

Peril''を読んで見ると，上述したことと大きく食い違う

ところがあることがわかる。ロンドンの"TheYellow

Peril"の主張は，中国は"YellowPeril", 日本は･@Brown

Peril"である。日本は本当の"YellowPenl"ではない。

ただ日本がこの"YellowPenl"の火を点けたに過ぎなく

て，本当の"YellowPeril"は中国であることが書いてあ

る。

では何故同じ白人の国アメリカとフランスやドイツや

ロシアの間でこんな大きな食い違いが起こったのか。当

然その中の利害関係を考えなければいけない。 日本と

ヨーロッパが争っていたのは中国での植民地をめぐって

である。アメリカは中国に植民地がなかったので， 日本

とアメリカの間にはあまり利害関係がなかった。そし

て，かつて甸奴4)を代表するアッティラ (Attila)やモン

ゴルを代表するチンギスハンの息子オゴデイがヨーロッ

パを制したことがあった。その中で多くのヨーロッパ人

が犠牲になったので， ヨーロッパ諸国は当時の大和民族

である日本がもしや甸奴やモンゴルのあとを追うのでは

ないかと考えていただろう。アメリカにはこのような歴

史がなかったし，一方で， 中国人の移民労働者の問題が

アメリカで広がったため， 同じ白人社会にもかかわら

ず． アメリカとヨーロッパの間に大きな違いが起きたと

考えられる。

受け入れたが， ロンドンが生きた時代の前後には， 白人

が主体のアメリカが歓迎しない人種があった。それは中

国人と日本人である。その時代に何が起きたのか，遡っ

て見てみたい。

3.1． 中国からアメリカへの移民

ゴールドラッシュと言えば， カリフォルニア州が初め

て世界の視線を集めた出来事と見られていると同時に，

中国からアメリカへの大規模的な移民の始まりの時期で

もあった。多文化主義研究では全米的に最も名の知れ

渡った学者の一人であるロナルド・タカキの著作『多文

化社会アメリカの歴史一別の鏡に映して」の中には次の

ように書かれている。

カリフォルニアが併合された結果， アジアへ向かって

アメリカが拡大しただけではなく， アメリカへ向かう

アジア人の移住も始まった。

－中略－

もっとも若く， もっとも落ちつかない，そしてもっと

も勇敢な中国人の多くは， ガムサアン，つまり 「金の

山」のことを知って村を離れ， アメリカへ向かった。

－中略一

外国人鉱夫税は，一千八百七十年の公民権法によって

無効とされるまで有効であった，それまでにカリフォ

ルニアは中国人から五百万ドルを取り上げており． こ

れは州の歳入全体の二十五ないし五十％に当たる額

であった。

一千八百六十年代には． カリフォルニアの鉱山で働

いている中国人は二万四千人にのぼり，それはアメリ

カ全体の三分の二であった。 (RonaldTnkaki衞田訳1995：

33半340）

つまり， ゴールドラッシュは中国からアメリカへの大

規模的な移民の原因になったと見られるが，実は， アメ

リカの拡張による，人手不足の結果である。だから，最

初アメリカは中国からの労働力を歓迎していた。中国人

労働者は当時のカリフォルニア州の歳入全体の25から

50％に当たるほどに貢献していたし， そして， アメリ

カの大陸横断鉄道建設)の時に,再び思い出されたのは

万里の長城をも造った中国人である。その後， アメリカ

にいる中国人労働者がもっと増えた。アメリカの人手不

足を解決するため，更に, 1868年に「米中天津条約追加

協定｣6)ができた。この協定によってアメリカにいる中

国人に商業または永住の権利があることが示されてい

3． ヨーロッパ諸国と異なるアメリカ産の

"YeIIowPeril",及びそのジャック・ロンドンへの

影響

移民の国と言われているアメリカは世界中から移民を
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ジャック・ロンドンの黄禍論一黄禍論の歴史に関わって

た。しかし． このようにアメリカと中国人労働者の相互

的利益が生まれる状況は長くは続かなかった。若槻泰雄

の「排日の歴史」の中にはこう書かれている。

"Thiswasmetbyaculdingyelloflage.AbigChinaman,

remarkablyevil-looking,withhisheadswathedinayellow

silkhandkerchiefandfacebadlypock-marked."(Jack

Londonl976:19)

他方， 「天津条約追加協定」の翌六九年．東部と西部

をつなぐ大陸横断鉄道は完成し，東部からの人口移動

が激しくなったので， この頃から中国人労働者と白人

労働者の摩擦は次第に重大化し始めた。低い賃金に甘

んずる中国人移民は雇い主には喜ばれたが，新たに細

部にたどりついた貧困なヨーロッパ人移住者とは正面

から競合したからである（若槻泰雄1972: 15)

"Leadingthemcameabig,muscularman,consPicuousfbr

hispock-markedfaceandtheyellowsilkhandkerchief

swathedabouthishead.''(JackLondonl976:216)

これらの描写は全く中国人の特徴を表していない上

に, 1909年に書いた"TheChinago"には中国人の心理

描写が全くない。このようないい加減な描写とひどい呼

び方から見ると， ロンドンが中国人のこと全く理解して

いないということのほかに， 中国人に対する強い偏見や

人種的な差別， 中国人への軽視が見える。この時のロン

ドンは中国人に対して盲目的な偏見を持っていたと言え

るだろう。ロンドンが中国人労働者に対して強い偏見を

持つのには， このように社会的な原因以外にも彼自身の

原因もある。

大陸横断鉄道が完成し，大鼠な人口移動が起こった結

果， カリフォルニアの労働力が過剰になってしまった。

当時カリフォルニアに在住中の中国人労働者たちは用済

みになった。遂に， アメリカは用済みになった中国人労

働者を見捨てた。その真実はスタインベックの「怒りの

葡萄」の中にも書かれている，資本家は賃金を低くする

ために全国から労働者をカリフォルニアに掻き集めてき

た。そして，資本家と労働者の矛盾が表面化し，資本家

による政府は労働者の怒りを中国人労働者に転化した。

彼らは中国人労働者が彼らの仕事を奪ったと信じ，結

果， カリフォルニアの中国人は白人資本家と白人労働者

両方からの怒りを浴びせられた。カリフォルニアにいる

中国人労働者に対する暴力事件も続々発生していた。遂

に、 1879年にはカリフォルニア州法により中国系移民は

選挙権を剥奪され, 1980年にはさらには中国人移民取締

条約が成立し， また，その後一連の中国人移民排斥法

等々により中国人は締め出されていった。アメリカにい

る中国人労働者たちは権利をどんどん失ってしまったと

同時に， これらの力が働いた結果，人種的な偏見や中国

人脅威論が自然に生まれてきた。これらの中国人に対す

る不平等な待遇はロンドンが生きていた時代と重なって

いて，お互いに影響し合っていた。

3.2．初期のロンドンの中国人への偏見

ロンドンの前期の中国人もの小説から，彼が中国人に

強い人種的偏見をもっていたことがわかる。特に最初の

中国人作品乃/esqﾊﾙe厩s〃”"℃ﾉ中の二つの短編"White

andYellow"と "YellowHandkerchief'.には中国人労働者

に対する"TheswartMongols"． "Yellowfaceheathen","A

yellowbarbarian", と言った呼び方が出てくる。しかし，

これらの小説の中の中国人についての描写は次の通りで

ある。

4． ロンドンの中国人への人種偏見の始まりとそ

の原因

ロンドンの小説を巡ってみると，彼の人種偏見はかな

り早い時期から形成された｡中国人への偏見も "White

andYellow"と "YellowHandkerchief''より前から存在し

ていた。ロンドンの人種偏見，特に中国人への人種偏見

を形成した原因は簡単に綴めると三つがあると思う。

4.1．母親からの影響

その一つ目は母親からの影響と言える。誰でも母親か

ら生まれるし，母親は幼い頃に子供が一番影響されやす

い人間であり， そして，その影響は子供の性格などを形

成し，長い人生の中で影響を及ぼし続ける。一体ロンド

ンは母親からどんな影響受けたのか，彼の経歴を語る本

と彼の自伝的小説から探り出したいと考えている。キン

グマンの本には． こう書いてある。

ジャックの母親は，彼の人種（アングロ・サクロン系）

以外はすべて劣っていると彼に教えた。 （ラス・キング

マン辻井栄滋翻訳1989:35)

ロンドンの有名な自伝的小説「ジョン・バーリコーン」

の中には，次のようなことが書いてあるが，他にも次の

ような言及がある。
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劉鬮

らった，夢の中で中国人が出た。 “それはサンフラン

シスコの中国人街(Chinatown)の不正の巣窟に関する

話だった｡悪夢の中で，私は地深く無数のこうした巣

をさまよい，鍵のかかった鉄のドアの陰で苦しみ，無

数に死を繰り返した。そして，私の父がこうした隠れ

た地下室のテーブルに着いて，中国人とぱくちをやっ

ているのにでくわすと，私はすっかり憤慨し， ひどい

悪態をついた。ベッドに起き上がり，引き止めようと

する手と戦いながら，大声張りあげて父をののしっ

た。素朴な田舎を自由に走りまわっている子供が耳に

するような，大人の口にする思いもよらないな言葉，

自分で喋っているのだった。それまでそんな悪罵は口

にしたことはなかったのに， この時には，それがあら

かぎりの声になって出てくるのだった。それも，地下

に座って，長い髪と長い爪を生やした中国人とぱくち

をやっている父に対する悪罵であった｡” （ジャック・

ロンドン1986:28)。

当時はそこは，人の住まない未開の土地だったが，わ

が家は古いアメリカの家柄であって，隣人のように移

住してきたアイルランド人やイタリア人などとは違う

のだという母の自慢を，私はたびたび聞かされた。私

たちの地域のどこを見まわしても，古いアメリカ人の

一家といえばほかに一軒しかなかったのだ。 （ジャッ

ク・ロンドン辻井栄滋訳1986: 19)

私の母には持論があった。まず，彼女の確たる主張に

よると，ブルーネットで黒い目をした人間はどんな連

中も，人をだますというのだ。言うまでもなく母は，

金髪色白碧眼（ブロンド）であった。次に，黒い目の

ラテン民族は非常に神経質で，残忍であると思い込ん

でいた。再三，母の口から語られる世の中の不思議さ

や恐ろしさに聞きほれながら，たとえ故意でないにし

ても， もしちょっとでもイタリア人を怒らせたりしよ

うものなら， きっと仕返しに背中をグザッとやられる

よ， と言われるのを聞いたことがあった。 “背中をグ

ザッとやられる”－これは，母親特の言い回しであっ

た。 （ジャック・ロンドン辻井栄滋訳1986:22-23)

アメリカ白人は中国人に対する敵意憎しみ，警戒心

などを煽るようにした。そして， このことは7歳のロン

ドンにも及んで彼の心の中に移り住んだだろう。

4.3． ロンドン自身の原因

その三つ目は彼の特別な出自である。ロンドンは一生

自分の父親は誰なのか分からなかった。彼とウィリア

ム．H・チェイニーの手紙を調べてみると， ロンドンは

自分の父親はチェイニー教授ではないかと疑ったが，

チェイニーはずっとそれを否定していたので，最後には

ロンドンも諦めた。結局， ロンドンの父親は誰なのか，

彼には分からないままだったのだ。また， ロンドンの母

親はロンドンのことを自分にとって恥のような存在と考

えていた。もし，彼女が妊娠しなかったら， ロンドンを

生まなかったら， 自分の人生はうまく行っただろうと

ずっと考えていた。ロンドンは両親からの愛情を全くも

らえなかった。ロンドンが子供の時，彼と親しい人は三

人8)しかいなかった。この三人には一時的な関心や面倒

を見ることができるが，両親からの愛と比較することは

できないだろう。

ロンドンが仕事のできる年齢になると，早くも新聞配

達の仕事に就いた。それから，缶詰め工場ボウリング

場などいろいろな所で働いた。しかし，得た給料はほと

んど母親のところに行った。その後黒人の乳母ジェ

ニーのところからお金を借りて，知り合いのところから

船を買うことで，人生の冒険が始まったと言う。このよ

このようにロンドンの至近にいた母親から彼は幼い頭

に人種偏見の種を播かれた。つまり，母親からの悪影響

である。そのことはロンドン自身の筆からも，彼の経歴

が一番詳しく書かれているラス・キングマンの本からも

証明できるだろう。

4.2．社会の中にある中国人に対する誹誇

その原因の二つ目は社会の中にある中国人に対する誹

誇である。ノリス7) (FrankNorris)の「第三社会」にこん

な話がある。サンフランシスコのチャイナ・タウンにあ

るレストランへお茶を飲みに入ったきり行方不明になっ

てしまった白人女性の話であるが，彼女はずっと後にア

ヘン窟で麻薬患者になり中国人の奴隷になり果てている

ところを発見される， というものだ。当時のアメリカ社

会にとっては， 中国人の集落チャイナ・タウンは悪魔の

巣窟であって， 中国人はアメリカ白人を害し，お金をだ

まし取るなど悪いことばかりをやっている， と宣伝して

いた。ロンドンの自伝的小説『ジョン．バーリコーン」

の中も次のような部分があった。この悪夢は彼の心に

残って，酔っぱらうと夢に出て来ただろう。

7歳の時パーティでお酒（ワイン）を進められて，殺さ

れる恐れがあると思ったので，飲みすぎて，酔つば
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ジャック・ロンドンの黄禍論一黄禍論の歴史に関わって

うに，両親から愛情を得られず，子供の時から牛馬の如

くに働いたロンドンは身の頼り処がなかっただろう。社

会に出て， アメリカ社会と母親の影響を受けて， 自分が

唯一自慢できる所は彼の血統であることに気づき。そし

て， 自分が古いアメリカ人（アングロ・サクソン血統）で

あり， アメリカの主人たる血統であることが彼の身の頼

り処になってしまった。こうして人種偏見の思想が彼の

頭の中にさらに根深くなったのだろう。この三つの原因

でロンドンの中国人への人種偏見が始まったと考えられ

る。このような偏見を持ったまま1904年に日露戦争を取

材しに行ったが， 5ケ月の間に日本，朝鮮， 中国に滞在

したことで， 日本人や朝鮮人や中国人へのイメージがど

ういうようになったのか。次の節で分析していきたいと

思う。

えるかという予想を, "TheYellowPeril"の中に書き込

んでいる。これから，朝鮮人，中国人， 日本人について

ロンドンが一体どう考えていたかについて一つずつ分析

していきたいと思う。

5.1. ,iTheYellowPeril"の中の朝鮮入

まず朝鮮人については"TheYellowPeril"の中にこう

書かれている：

Theyhavesplendidvigorandfinebodies,buttheyare

accustomedtobeingbeatenandrobbedwithoutprotestor

resistancebyeverychancefbreignerwhoenterstheir

country.(JackLondonl989:271)

ロンドンは朝鮮人のことを無能なタイプの人間のよう

に書いている。このような朝鮮人は白人に対する脅威に

はならない。朝鮮人はロンドンの胸中では"peril"にな

る資格がなかったと言うことで，彼らは黄色人種ではあ

るが"YellowPeril"にはならないのだ。

5.2． $$TheYellowPeril''の中の中国人

かつてのロンドンは中国人に強い人種偏見を持ってい

たということが確認できた。しかもその偏見は盲目的な

人種偏見であり，つまり中国人のこと全く理解してない

にもかかわらず，中国人に対して強い人種偏見を持って

いたのだ。しかしロンドンは日露戦争を取材する機会を

使って中国に一ヶ月ぐらい滞在した。ロンドンの観察を

通じて， この1ヶ月間で彼が中国人や中国の事をどのぐ

らい理解できたのか，そして，中国人に対する彼の偏見

にどのような変化が起きたのだか。ロンドンは"The

YellowPeril"の中で中国人についてこう書いている。

5. "TheYellowPeril''中の偏見の分析

ロンドンが.lTheYellowPeril"の中に一体どんなこと

を書いたのか。AlexKershawは.L4CKLOMO""L〃宮

の中にまとめた。

GTheYellowPeril',Jackwamedthatthe.yellow'Chinese

andthe.brown'Japanesemightonedayjoinfbrces. @The

menacetothewesternworld,'hewrote,.lies,notinthelittle

brownman,butinthefburhundredmillionsofyellowmen

shouldlittlebrownmanundertaketheirmanagement.'(Alex

Kershawl997:143)

Alexが纏めているように， 中国人と日本人は同じ黄

色人種なのにロンドンは二つの国を分けて考えている。

つまり， 中国は ‘黄禍' (YellowPeril), 日本は ‘茶禍，

(BmwnPeril)である。白人種の脅威は当時ロシアを倒し

た小さい‘茶禍，ではなく，四億人の人口を持つ‘黄禍

の中国である。だからいつか日本が中国を目覚めさせた

らどうなるだろうと考えていただろう。

ロンドンは, 1904年1月23日に日本に到着してから同

年の6月4日ごろに帰国するまでの5ケ月余りの間に， 日

本と朝鮮と中国で取材をした。横浜に着いてから立ち去

るまで二週間ぐらい日本にいた。鴨緑江を渡って中国に

着いたのは5月1日で，それからアメリカに帰るまで一ヶ

月余り中国にいた。あと残った時間は朝鮮半島で日本軍

や朝鮮人と過ごしていた。ロンドンは， この期間中に見

た朝鮮人，中国人， 日本人について感じたことと， この

三つの国が今後の世界，特に白人世界にどんな影響を与

TheKoreanistheperfecttypeofinefficiency-ofutter

worthlessness.TheChineseistheperfecttypeofindustry.

Forsheerworknoworkerintheworldcancomparewith

him.Workisthebreathofhisnostrils. Itishissolutionof

existence. Itistohimwhatwanderingand6ghtinginfar

landsandspirimaladventurehavebeentootherpeoples...

TheChineseisnocoward…HerewehavetheChinese,

fburhundredmillionsofhim,occupyingavastlandof

immensenaturalresources-resourcesofatwentiethcentury

age,ofamachineage;resourcesofcoalandiron,whichare

thebackboneofcommercial civilization・Heisan

indefatigableworker.Heisnotdeadtonewideas,new

methods,newsystems・Underacapablemanagementhe
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するかを選択する。または，無宗教であることを選択

する。～無宗教であることを選んだ人は，宗教の授

業の代わりに，道徳を学ぶことになっている。～神

様の存在を否定し，無宗教で生きていくと14歳で選択

することは， とても勇気がいることだ。同時に，神様

は存在しないという頑なな信仰でもあるから， 「無神

論」という名の宗教とも言える。このように， ドイツ

では学校教育において，子供たちは宗教について真剣

に考えざるを得ない。 （ネルケ無方2014:2斗25）

canbemadetodoanything.Trulywouldheofhimself

constitutethemuch-heraldedYellowPerilwereitnotfbr

hisgovernment, isset,crystallized. (JackLondonl989:

27牛278）

いよいよロンドンが中国人の良いところに気づいたの

だろう。すなわち， 中国人は不屈の労働者であり．そし

て．商業文明を持ち，新しい考えや方法やシステムに無

関心ではないのだ。この上に， 中国は4億人の莫大な人

口と莫大な天然資源（石炭と鉄）を持っている。しかし

ながら， これらの中国人の優れた点はロンドンの中膣1人

についての印象を好感に変えることはなかった。逆に．

彼は中国に脅威を感じた。ロンドンの中国脅威論が発生

した原因には， もちろん当時の黄禍論の台頭と彼の従来

の考えの関係も無視できないが，一方．彼の中国への誤

解や理解不足も深く関係していただろうc白人種と黄色

人種の根本的な違いは宗教だと思う。特に中国の宗教は

白人にとって理解し難いものである。ロンドンと同じ時

代に， 日本で知れ渡っている新渡戸稲造が名作｢武士道」

を書いた理由をめぐっては彼自身がこう書いている：

“｢無神論」という名の宗教とも言える”という部分は

私たち東洋人にはどうしても理解しにくいだろう。やは

り， 白人種と黄色人種の一番大きな差異は宗教上の差異

に違いない。つまり，思想や信仰や道徳の違いだとも言

える。詳しく言うと， 白人種の宗教は基本的に一神教と

なっている。ユダヤ教といい， キリスト教といい，そし

てイスラム教といい，系統は一緒とも言える。白人は神

が存在していると固く信じている，神は絶対的な存在と

考え，神の存在は心の頼り所と考えている。そして，彼

らの道徳も宗教から得たものである。宗教がないと生き

ていけないだろう。しかし． 中国では違う。

中国人の道徳は人間の韮本的な感情と自然の法則に基

づいて，孔子や孟子を代表とする儒家，そして，老子や

荘子を代表とする道家の聖人の教えから得たものであ

る。孔子の残した言葉でできた本｢論語jには， 「子,怪・

力・乱・神を語らず」と言う言葉がある。即ち，孔子は

神のことを信じていないと言えるだろう。中国人の道徳

の中に宗教という存在はないと言える。存在しているの

は祖先への崇拝である。森鴎外は『黄禍論梗概」にこの

ように書いた。

ラヴレ氏と散歩をしていると，宗教の話題になった。

その高名な教授は「つまり， 日本の学校では宗教教育

を行っていないということですか？」と尋ねてきた。

私が，行っていないと返事をすると， ラヴレ氏は鯖き

のあまり突然立ちとまり．容易には忘れがたい声で，

｢宗教がない！それでは， どのようにして道徳教育を

受けるのですか？」と繰り返した。 （新渡戸稲造樋口

健一郎等訳2017: 18)

このように宗教上や道徳上や思想などの相違があっ

て，高名な教授でも理解不能である。ロンドンの時代は

言うまでもなく，今でもお互いに十分理解し合っている

とは言えないだろう。日本にいるドイツ人の僧侶ケネル

無方は白人の宗教についてこう語っている：

論者は支那には宗教が無いと云ふ説だから～支那には

祭典(RITUR)が有って．天を祭ったり，祖先を祭っ

たりする。天も人格ある神ではない． それ故

(WUTTKE)と云ふ人の説に従って，支那には宗教が

ないと云ふ方が正しい。 （森鴎外1902:35-36)

ドイツのキリスト教徒は生まれてすぐの赤ちゃんのと

きに，洗礼を受けるのが一般的だ。幼児の洗礼は． 当

然本人の意思で受けたものではない。～ドイツ子供

たち14歳になるまで親の宗教に準じて．学校の宗教の

授業を受ける。カトリックとプロテスタントでは教え

が違うので， クラスも別々に分かれて授業が行われ

る。そして14歳になると， 自分がどの宗教や宗派に属

森鴎外の言う通り． 中国には宗教がない。あるのは祖

先崇拝である。中国人が一番大事しているのは家，いわ

ゆる家族のことである。中国の道徳基本“五倫"'0)の前

者の三つは家族の事を言っている。即ち父子，兄弟，夫

婦の関係である。祖先崇拝と言えば，私たちは祖先の血

を受けてきて， もっと正しく言うと祖先のDNAを継承
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ジャック・ロンドンの黄禍論一黄禍輪の歴史に関わって

してきて，祖先への尊敬，感謝の念を持ち，そして受け

て来た名字から人格や外貌などに至るまで謝蹴を持って

祭って来たと思う。従って．親孝行は中国人として一番

基本的な道徳である。これは白人と中国人の一番の差異

だと考える。このように根本的な差異が存在しているの

で，お互いを理解するのはなかなか難しいと思う。従っ

て遂には，中国人脅威論の道に導かれただろう。

5.3. "TheYellowPeril"の中の日本人

ロンドンは日本爪の従凧記者として日露戦争を取材し

ていたので，多くの時間を日本軍と一緒に過ごしてい

た｡ "lfJapanWakensChina"の中では， ロンドンは．長

年日本に住み， 日本人の妻をもらって日本の国籍まで

とったLafbadioHeamより自分の方が日本のことに詳し

いと書いている。ロンドンに"BrownPeril"と言われた

日本人については， ロンドンの"TheYellowPeril"の中

にも，次のように日本人についての彼の考えが祓ってい

る：

EmperorisHeavenincarnateortheStateincamate.Sofar

astheJapaneseareconcerned,theEmperorisHeavenlives,

ishimselfdeity.TheEmperoristheobiecttolivefbrandto

diefbr・TheJapaneseisnotanindividualist.Hehas

developednationalconsciousness insteadofmoral

consciousness. (JackLondonl989:283-288)

"TheYellowPeril"の中の日本人についての考えを見

ると，ロンドンが理解しているのは， 日本の神道である。

当時， 日本は軍国主義の道を歩み始めた， しかも， ロン

ドンと一緒にいたのは日本軍で，一部の特別な日本人

だ。彼が見たのはほんの一部の日本思想で， しかも，そ

の思想は軍国主義という極端なものである。確かに，そ

の思想はその後日本でしだいに拡大されていき，遂に，

一時軍国主義は日本をリードしたが， しかし，それは日

本思想の全てだと考えたら間違いだろう。 Lafbadio

Heamが日本で細やかな日々を過ごしてきて感じたこと

の方が全面的だと思う。ロンドンが日本の軍国主義だけ

を理解したとしても， 日本のことに詳しいとまではいえ

ないだろう。

日本の宗教の核は愛国心である。それには正義などな

いとロンドンは主張している。ロンドンは日本思想を強

く否定していた。こうなった原因については辻井栄滋が

こう言っている。

FromtheWesthehasborrowedall ourmaterial

achievementandpassedourethicalachievementby・Our

enginesofproductionanddestructionhehasmadehis.～A

marvelous imitatortrulyibut imitatingusonlyinthings

material.Thingsspiritualcannotbeimitated,theymustbe

fbltandlived,wovenintotheveryfabricoflife,andhel℃

theJapanesefhils.

－中略一

ThismustnotbetakentomeanthattheJapaneseiswithout

soul.But itservestoillustratetheenormousdifYbrence

betweentheirsoulsandthiswoman･ssoul.Therewasno

feel,nospeech,norecognition・ThisWestemsouldidnot

dreamthattheEastemsoulexisted, itwassodifYbrent,so

totallydiHbrent.

－中略一

Religion,asabattlefbrtheright inoursenseofright,asa

yearningandastrifefbrspiritualgoodandpurity, is

unknowntoJapanese・Measuredbywhatreligionmeansto

us, theJapaneseisaracewithoutreligion.Yet ithasa

religion,andwhoshalisaythat itisnotasgreatareligion

asours,norase価cacious？

－中略一

ThereligionofJapanispracticallyaworshipoftheState

itselfPatriotismistheexpressionofthisworship.T11e

Japaneseminddoesnotsplithairsastowhetherthe

日本に限った場合，やはりロンドンの日本人に対する

悪感情をも指摘しておかねばならない…日本国内での

足留め，検閲，あるいは逮捕事件に加えて．渡鮮後

渡満後においても日本軍さまざまな規則による足留

め，拘引等々は彼の苛立ちを助長するばかりだった。

(辻井栄滋2001:32)

このような原因があって， 日本のことを嫌いになって

しまい， ロンドンは, "TheYellowPeril"の中でそうし

た自分の感情を過激に表現したのだろう。

5.4. "TheYellowPeril"を書いた時のロンドン

.｡TheYellowPeril"を読む時には．二箇所に気をつけ

たいと思う。その一つめは， これらの宗教の話には中国

の思想については全く触れられていないと言うことだ。

主に書いたのは， アメリカなど白人国家がキリスト教に

よる正義をかかげて行なった侵略のことである。そし

て， 日本の宗教の核は愛国心である。それには正義など

ないとロンドンは主張している。 "TheYellowPeril"を
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テーマにする時に， なぜ"YellowPeril"である中国の思

想や宗教のことを書かなかったのだろうか。なぜ彼が書

いたのは"BmwnPeril"である日本思想と白人のキリス

ト教だけだったのか。まず，考えられるのは， 当時ロン

ドンが中国思想をあまり理解していなかったからだ。

"n,eYellowPenl''の中には中国人の行動だけが書かれ

ていて，心理的なものには全く触れられていないことも

証明できるだろう。 "TheYellowPeril''の中にロンドン

が唯一引用した文は新渡戸稲造の『武士道」からの一節

である。 「武士道」には， 日本の思想は中国の儒家思想

に強い影響を受けていると書いてある。特に，孔子や孟

子そして王陽明，儒家思想中の聖人の言葉や考えを例で

挙げているのだ。 「武士道」を読んだロンドンが日本と

中国の思想は近いものだと考えていた可能性もあるだろ

う。だから，東洋思想の代表として，彼がある程度まで

理解していた日本思想や宗教だけ書いたのだろう。しか

し，中国と日本の思想，)には近い所がありながら，大き

な違いもある。どのみち， 当時のロンドンが中国思想を

理解していなかったことは間違いないだろう。

二つめは， まず, "TheYellowPeril"の中のこの文章

を読んで見よう。

あるのだ。

人種差別主義者， ファシスト，社会ダーウイニズムの

信奉者としてロンドン…(D.L.Kirkpatrick(編) 1991:

799）

確かに， ロンドンの主張を見ると， この時のロンドン

はまるで極右のようでもある。ファシストと言っても言

い過ぎではないくらいだ。

ロンドンが見た事件として， ロンドンが取材していた

時のもう一つの出来事を見逃してはならない。〃ck

Lo"""R"o沁の中に次の文章が見られる：

"Andtherewerewhitemeninthere…manywhitemen. I

caughtmyselfgasping・Achokingsensationwasinmy

throat.Theremenweremykind. Ifbundmyselfsuddenly

andsharplyawal℃thatlwasanalien…AndIfeltmyself

strangely…feltthatmyPlacewasthereinsidewiththemin

theircaptivity,ratherthanoutsideinfiFeedomamongst

aliens."(JackLondonl970:106)

5月1日ロンドンが中国の安東で目にしたものは， 日本

軍に捕まったロシア捕虜である。ロシア人とロンドンが

同じ白人であることで， ロシア人捕虜をみた時に彼は一

時呼吸困難になってしまうくらいダメージを受けた。そ

のことにより一層日本人のことを嫌いになって，憎悪の

感情がますます強まっていっただろう。これらが原因

で, "TheYellowPeril"が生まれたとも考えられる。し

かし，時が立つと， 日本人や中国人に対する理解が深く

なるに従って，ロンドンの偏見が緩和したり，最後には，

中国人や日本人に対する偏見にかなりの変化が見えてく

るのである。

Backofourowngreatraceadventure,backofourrobberies

byseaandland,ourlustsandviolencesandalltheevil

thingswehavedone,thereisacertainintegrityjastemness

ofconscience,amelancholyresponsibilityoflife,a

sympathyandcomradeshipandwannhumanfeel,whichis

ours, indubitablyours,andwhichwecannotteach

logarithmsorthetrajectoryofprqjectiles.～Thecolossal

factofourhistolyisthatwehavemadethereligionofJesus

Christourreligion・Nomatterhowdarkinerroranddeed,

ourshasbeenahistoryofspiritualstruggleandendeavor.

Wearepreeminentlyareligiousrace,whichisanotherway

ofsayingthatwearearight-seekingrace. (JackLondon

1989:285)

6． ロンドンの人種偏見の弱まり

現実ではロンドンが言ったような黄禍論（中国脅威論）

は存在しなかった。存在したことがないのだ。中国の名

物である万里の長城は防衛的な目的のために築かれたも

のである。2019年3月8日香港の「竿南早扱｣!')によると，

マレーシア大統領(Mahathir)は， 中国とマレーシアは

2000年以上の関係を持っているが， 中国はマレーシアを

侵略したことがないと言った。逆に， ヨーロッパ人は

1509年に東南アジアに辿り着き，二年も経たずにマレー

シアを占領した。今回各国が中国からの借金による財務

ロンドンはキリスト教の正義を主張していたのだ。キ

リスト教を信じている白人は， 間違っても，悪いことを

しても，侵略をしても，キリスト教を信じているから彼

らには正義があると主張したのだと解釈できる。 「アメ

リカ文学作家作品事典』の中にはロンドンについて次の

ような評価がある。ロンドンはいろいろな思想の影響を

受けたと言っているのである。彼には次のような一面も
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ジャック・ロンドンの黄禍輪一黄禍論の歴史に関わって

てしまった。とはいえ， ロンドンは重要な一歩を踏み出

したと考えられる。この進歩があって， ロンドンが中国

と日本に興味を持って研究し続ける。そして，その後の

"TheTEarsofAhKim" J<' ..CheITy"など偏見があまりな

い作品が書けたと思う。この進歩がないと， ロンドンは

ずっと中国人と日本人に偏見を持ちつづけ, "TheT℃ars

ofAhKim御や"Cherry"のような作品を書けなかった

だろう。 "TheYellowPeril"はロンドンが中国人と日本

人についての理解を深めていくスタートと考えたほうが

いいと思われる。ここから一つの国の思想の理解までは

かなり遠いけれど，生まれるべくして生まれた作品だと

考える。 "TheYellowPeril"は単なる人種偏見の作品で

はないのだ◎ジャック・ロンドンの人生の流れの中でと

ても価値ある作品だと考えている。

危機に陥ることについては，マレーシア大統領は「国家

にはみんな主権があり，外国の金を貸し付けるかを決め

る権利がある。中国の本質は非常に友好的な商人であ

る。中国は機会を見つけて，他の国の資金が届いていな

い所に投資する。各国は中国の資金を受け入れるとどん

な影響が出てくるか考えた上で，判断している」と言っ

た。日本の文豪森鴎外も黄禍論の真実を鋭く指摘してい

る，彼の『黄禍論梗概」の中には次のように述べられて

いる。

黄禍と云ふ語は白人種と黄色人種との争闘から，新た

に生まれて来た語でムリまして， 白人の側で黄色人に

對して抱いて居る感情を表して居るのでムリます。

(森鴎外1902:2)

7． 終わりに

現在アメリカのトランプ大統領がアメリカ．､ファース

トを提唱している。そして， 中国とアメリカの貿易戦争

が勃発している。ロンドンの時代から今まで100年以上

たっても， アメリカではこのような自己優位主義が変わ

らないのである。自国中心の考えを捨てて，多元的社会

のことを考えて，そして，中国とアメリカも同じように

お互いを理解したら，誤解や偏見や矛盾などをもっと減

らすことができるだろう。強い人種偏見を持つジャッ

ク・ロンドンでさえ中国人を理解しつつあって，それに

従って人種偏見が弱くなっていたので．情報が容易に手

に入る今の時代においてはより深く理解し合えるだろ

う。

森鴎外が言っているような黄禍論は白人優位主義であ

る。しかし， ロンドンの人種偏見は弱まっている。 "The

YellowPeril"の5年後に書いたエッセイ "IfJapanWakens

China"では，ロンドンの基本思想はあまり変わらなかっ

たが，述べ方が柔らかくなり，かなり冷静になっている

という傾向がある。そして， ロンドンの最後の中国もの

作品"TheT℃arsofAhKim"の内容に注目したいと思う。

主人公の中国人"AhKim"はハワイで成功した中国人

商人である。彼の貯金では一人しかハワイに迎えること

ができないということで，彼の好みの中国人女性よりは

長年彼を叩いてきた母親の方を中国からハワイに迎え

た。そして，母親の意思に反しないように，母親が生き

ているうちは好きな女性と結婚しなかった。最後に母親

が彼を叩いていた時，唯一涙を流した原因について彼は

説明している。

つまり母親の力が弱くなって来たのを感じて，母親が

年老いたことに気づき， 自然に涙が出て来たのだ。ロン

ドンが書きたかったのは中国人の親孝行についてだと理

解できる。宗教や道徳に関わる白人と中国人の一番の差

異についてロンドンが理解できるようになったというこ

とだ。従って, "TheT℃arsofAhKim"にはあまり偏見な

どは出て来ていない。

本研究によって， ジャック・ロンドンが"TheYellow

Pe前l"を書いた時には， 中国人と日本人についての理解

は，以前のロンドンより進歩していて，新しい認識も狸

得した。しかし，中国についての理解はまだ表面だけに

留まっていて， 日本についての理解は偏り， ロンドンの

考えはただの偏見からさらに脅威論や憎悪の感情になっ

注

l)一帯一跣というのはシルクロード経済ベルトと21世紀海洋

シルクルードのことだ。 2014年11月10日に中華人民共和国

北京市で開催されたアジア太平洋経済協力首脳会議で．習

近平総番記が提唱した経済圏構想である。

2）この絵の流布は黄禍論の広がりと大きく関係している。

3) 1997年7月1日に中国に帰還した。一国両制によると主権が

中国にあり．香港は50年間資本主義制度を維持できる。

4)何奴は中国北方にある遊牧民族の一つである。万里の長城

は遊牧民族の侵略を防ぐために建てられたものである。

5)特に西からの建設には大jitの中国人労働者を雇った。

6）第二次アヘン戦争の追加協定である，全八条のうち第5条に

は， アメリカにいる中l到人に商業または永住の権利がある

ことが示されていた。

7）ノリス (FrankNoITis) 1870-1902. アメリカの小説家， ロ

ンドンの友人でもある。
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8）この三人は， ジャック・ロンドンの義父ジョン・ロンドン，

義姉フローラ．乳趾ジェニーを指している。

9） !'1国を支配している思想は道家，柵家と仏教で, H本を支

配している思想は神遊．陥家と仏教である。俄家と仏教を

共有しているが実は日本の唾I民性に適応するために大きな

変化が起きている。

10)五倫は俄家における五つの道徳法則である。父子の親．蒋

臣の義，夫婦の別，兄弟（焚幼）の序．朋友の信のことで

ある。

ll)この記ﾘ｛のテーマは"I'DSIDEWITHRICHCHINAOVER

FICKLEUS:MALAYSIA'SMAH（rHIRMOHAMAD" で，

記若は. BHAWNJAIPRAGASである。
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